
令和７年度 　全国学力・学習状況調査結果(６年生）４月実施

亀川小

大分県

全国 差の平均値

全国との差 3.7

≪正答率の経年変化≫・・・全国平均との差（同一児童）

令和５年(市) 別府市学力調査（１月）４年生

令和６年(県) 大分県学力・状況調査 ５年生

令和６年(市) 別府市学力調査（１月）５年生

令和７年(全国) 全国学力状況調査（４月）６年生

　２教科とも正答率が全国値を下回った。
　国語は，「知識・技能」「思考・判断・表現」のどちらにも課題が見られ，全国平均正答率を５ポイント以上下回った問題が１４問中
５問あった。「目的や意図に応じて，集めた材料を分類したり関係づけたりして，伝え合う内容を検討する（思考・判断・表現）」「主
語と述語との関係を捉える（知識・技能）」「登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉える（思考・判断・表現）」と
いった内容であった。「目的に応じて情報を整理する」ことや，「描写を基に登場人物の相互関係や心情などを捉える」ことに課題があ
ることから，多面的・多角的な見方，考え方を培う授業改善が必要である。
　「物語を読んで，心に残ったところとその理由を書く」は，全国平均を１４ポイント上回っていた。登場人物の行動や会話から物語の
全体像を想像したり，人物像と叙述などの表現を結び付けたりする力が身についていると言えそうである。
  算数は，「思考・判断・表現」に課題が見られた。算数も全国平均正答率を５ポイント以上下回った問題が１４問中５問あった。「３
５０×２＝７００であることを基に，３５０×１６の積を求める」「直径２２cmのボールがぴったり入る箱の体積を求める」「五角柱の
面の数を書き，そのわけを底面と側面に着目して書く」「５４０÷０．６を計算する」「3分間で１８０ｍ歩くことを基に，１８００ｍ歩
くのにかかる時間を求める」である。小数の乗法及び除法の意味，図形の性質，数の大きさの理解が不十分であることが分かる。問題と
図や式を結び付けたり，具体物を使い形や量感をつかませたりするなど，児童が意味や性質を理解できる授業改善が必要である。
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３教科で，知識・技能，思考・判断・表現ともに全国平均正答率を上回った。

問題別正答率では，全国平均値を５ポイント以上，下回った内容もあった。

国語では，①「話し手の考えと比較しながら自分の考えをまとめることができる」は１２．６ポイント，②「目的に応じて，

文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見つけることができる」は９．３ポイント下回った。その理由として，児

童の解答の傾向から①はインタビューの回答に対する発言の理由を選択する問題で，発言と理由の内容を結びつけていないこ

と。②は４つの資料をもとに話し合う場面で，発言や資料の一部分から判断していることが分かる。

算数は「伴って変わる２つの数量の関係に着目し，必要な数量を見出すことができる」で，９．８ポイント下回った。ハン

ドソープが空になるまで何プッシュすればよいかを式や言葉で表す問題で，立式が間違っている，もしくは無回答が多い。

理科では，①「顕微鏡を操作し，適切な像にするための技能が身についている」は１７ポイント，②「水は温まると体積が

増えるを根拠に，海面水位が上昇した理由を予想し，表現できる」は１３．７ポイント下回った。①はピントを合わせる方法

を選ぶ問題で，「レンズの倍率を変える」を選んだ割合が多い。②は海面上昇の原因を選ぶ問題で，「氷になると体積が増え

る」を選んだ割合が多い。

６年生の問題は，多く情報をもとに解答する内容となっている。一つひとつをしっかり読み，問題と関連付けて考えていく

必要がある。上記の解答状況から，長い文章や資料を正しく読んだり，内容を関連付けたりすることで，学習した内容をより

適切に活用できるのではないかと考えられる。今後は書かれている内容を正しく把握できているか，資料等とどのような関連

があるのかを考える機会を授業の中で十分確保したり，確認したりしながら支援していく必要がある。


